
　津波は海岸付近の地形の影響を強く受けます。特に、湾奥や岬などではエネルギーが集中するため、津波の高さが高くな
り、湾奥では海岸付近の数倍の高さになることがあるのです。三陸海岸は大小の入り江に富む、複雑なリアス式の地形のた
め、甚大な被害となってしまいました。（Fig.1参照）
　また、三陸海岸では高台移転や内地への移住による人口流出と少子高齢化により深刻な人口減少が問題とされ、震災前の
2010年の人口と震災後の人口を比較すると大幅に減少してしまっています。また、2040年の人口推計増減率はさらに減少す
ることが予測されています。（Fig.2参照）

Fig1. 浸水域と津波高さ
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Fig2. 被災地の人口増減率

　震災後の人口増減率
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1.１津波とリアス式の三陸海岸

Fig6. 津波の軌跡 Fig7. 湾奥においてのエネルギーの集中

１.３大船渡を襲った津波
　多くの倒壊した防波堤同様に、大船渡湾口防波堤は津波の
高さよりも極端に低くなってしまったがために倒壊してしま
いました。湾口から大量に侵入した津波は湾奥でのエネルギ
ーの集中により高さと力を増したのです。（Fig.6,7参照）
　また、航路のために中央部分に設けられた201mの開口は
あるものの、防波堤はダムのような働きをしてしまい、侵入
した海水の戻りを妨げてしまったことも、被害が甚大となっ
た要因の一つとなっています。

　大船渡湾口防波堤は、1960年のチリ津波で三陸沿岸の街でも大
船渡市は飛び抜けて大きな被害を受け、津波対策が急務だったこと
や、湾口幅が750m程と狭く水深38mとあまり深くないという地形
条件から、1963年～67年のわずか工期4年で築造されました。津
波の高さ、強度不足や老朽化が相重なり、倒壊に至ってしまいまし
た。
　しかし、その基礎を含める構造物の大きさは海水の循環を遮って
しまっていました。（Fig.8参照）
　航路のための開口により、中央部と上層部においてのみ海水の循
環が行なわれていましたが、下層部では海流の滞りが生じ水質環境
の悪化をもたらしてしまいました。湾内で見られたイルカや魚たち
は去り、養殖されていたホタテが大量死してしまいました。
　しかし、皮肉なことに東日本大震災の津波によって湾口防波堤が
倒壊したことで、少しだけ水質環境が改善されたそうです。

１.４ 大船渡湾口防波堤
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Fig8.防波堤の海底部

Fig9.大船渡湾の養殖漁業

　東日本大震災の津波で湾口防波堤は海上から姿を消
しました。（Fig.10参照）
　大船渡市では津波対策として、湾口防波堤によって
湾内へ侵入する津波の流量・流速を低減し、沿岸部に
設けられる9mの防潮堤でまちへの浸水を抑制すると
いう計画がされています。(Fig.11参照)
　しかし、防潮堤によって沿岸部を完全に閉ざしてし
まった場合、海際のまちであるのにも関わらず、海が
見えないまちになってしまうだけではなく、津波が下
水を逆流し、街が背後から被害を受けてしまう恐れが
あると思われます。(Fig.12参照)  　それならば、湾口
に津波より遥かに高い壁を築けば湾内のまちは守れる
かもしれませんが、その分だけ他の地域の被害が増え
てしまうことになります。また、地球規模の災害に対
して、その力に頼ることも危険です。

2.１大船渡市の津波対策

Fig12.予想される新たな被害

Fig10.海上から消えた防波堤

震災後の湾口

震災前の湾口

Fig13.観光名所の穴通し磯 Fig14.リアス式海岸の海 Fig15.様々な魚が集まる三陸沖

　大船渡の沿岸は、山すそが海に沈み込んだようなリアス式海岸です。入り組んだ地形は太平洋から打ち寄せる波を防ぎ、湾内は穏や
かで水深があるため、漁港や養殖などに利用されています。また、森に育まれた栄養が海へ流れ込み、海藻や植物プランクトンを育て
養殖に適した環境を作り上げています。（Fig.14参照）三陸沖では黒潮と親潮がぶつかり合うことから、世界三大漁場にも数えられる、
様々な魚が集まる豊かな海となっています。（Fig.15参照）大船渡のまちは漁業で栄えていったまちでもあるのです。

２.２大船渡の海
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　大船渡港はリアス式海岸の特徴である水深の深さを活かして、「飛鳥Ⅱ」「にっぽん丸」「ぱしふぃっくびぃなす」等の日本を代表
する豪華客船が定期的に訪れており、大船渡市民との交流を行なっています。（Fig.17参照）また、貨物を輸送するコンテナ船やセメ
ント船等の大型船を受け入れ、各地へ大量の貨物を発着する物流基地の一つとなっています。（Fig.18参照）しかし、震災前と震災後
の取扱貨物量が大幅に減少してしまっていることがわかります。（Fig.19参照）企業が被災を恐れ、撤退してしまったのです。

２.３ 大船渡港に訪れる大型船

Fig17.被災直後に訪れた飛鳥Ⅱ Fig18.コンテナの航路 Fig19.取扱貨物量の比較
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　大船渡市は、東日本大震災によって市街地、漁業集落、
駅、商店街や工場が立地していた地域は浸水や壊滅的な
被害を受けました。80cm程土地が陥落してしまっている
道路もありました。
　そして他の被災地同様、大きな人的被害も受けました。
この被害の多くは、1960年のチリ津波を知らない人たち
だったそうです。東日本大震災の数日前に起きた地震が
あり、その地震では避難警報が発令されたのにも関わら
ず、津波は来ませんでした。これが、彼らにとってのわ
ずかな油断に繋がってしまったのかもしれません。
　そして現在の大船渡では、住居や施設の高台移転、土
地の嵩上げ、9mの防潮堤の構築、防波堤の再建等の復旧
活動が行なわれています。その中で人口流出や企業の撤
退という問題があり、若者の働く場がない、復興後の将
来が見えないまちになってしまっています。

２.４大船渡市に残る災害の爪痕

Fig20.現在の大船渡の写真
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海との共生を目的とした都市のような建築

人々が暮らす空間

　三陸海岸で計画する提案の一つのモデルとして、湾口幅750m程と狭く水深38mとあまり深くない、岩手県大船渡
市の大船渡湾口を計画敷地として選定しました。
　本計画では、従来の防波堤とは違い、波を弱める機能を持った構築物を湾口に建設し、様々な問題の解決と、海と
の共生を目的とした、都市のような建築を提案します。建築には対岸同士を繋ぐ橋をかけ、内部に漁業や企業のため
の施設、それに伴う居住空間が複合します。
　そして、波が通り抜ける空洞を多方向に設けていくことで、波が様々な方向に分散し、波のエネルギーの一部を位
置エネルギーに変換し弱めていくことで、湾口での居住を可能にします。

３.1 基本構想：海との共生を目的とした提案
　倒壊した防波堤のあった大船渡湾口に本建築を配置します。
リアス式の地形に伴う山と山を湾上で繋ぎ、海底部まで建設し
ます。既存の道路を延長し、建築上で対岸同士を繋げます。

３.2 配置図：湾口の地形を繋ぐような建築 ４.1 空洞の配置：船や波が通り抜ける開口
　倒壊してしまった大船渡湾口防波堤には、中央部において、往来する大型船や小型船の航路のため、幅200m深さ20mの開口が設けられていました。そのため、小型船は大型と同じ航路を進
まなくてならなかったことや、海底部の海流の滞り、津波によって湾内に侵入した海水が戻るのを妨げてしまったという事例から、200mの開口量を海面付近に分散させて配置し、大型船や小
型船の大きさ等、様々な機能に会わせて形状を変化させ、波が通り抜ける空洞を配置していきます。海流の循環を確保するためにも、従来とは異なり、海底部分にも空洞を設けていきます。
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200m×20mの量の開口を分散させて配置倒壊した防波堤には中央部に航路のための 200m×20mの開口 さらに開口を設け、それぞれの機能に合わせ形状を変化

４.２配置計画：まちの機能が複合する構築物
　大船渡は、対岸へ移動するために湾奥の橋を使わなければならないため、震災直後は徒歩で湾奥まで行き自宅を目指した人々がいました。そこで、まず利便性のために、建築上に対岸同士を
繋ぐ橋を設けます。両端や最上部に駐車場を収納し、津波が干渉しない高さの上層部に住居や商業施設、公共施設などの居住空間を配置します。大船渡は漁業で栄えたまちなので海面付近には
漁業施設を配置します。さらに、企業にこの建築の一部分を無料で提供し、雇用はこのまちから採るという条件で誘致します。まちの活性化や若者がまちに残る理由になるはずです。そして、
海底部分にあたる下層部には、居住空間とは対照的である水産加工場や企業の工場を配置します。また、水質環境が改善された際に期待できる海洋生物の往来が観察できる水族館やそれに伴う
研究施設も計画します。そして、船の航路や波の通り道のため等の様々な空洞が建築に設けられていくことで建築全体の外観を構成していきます。

新しい三陸の都市を構成する機能配置

様々な空洞によって内部空間が変化
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４.４空洞の配置：内湾側と外湾側とで異なる開口量
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　外湾側と内湾側とで、この建築は異なる外観を持ちます。外湾側の外観に比べ、内湾側の開口の量が多くな
るように設計します。この操作により津波襲来時だけでなく、押し波に対しては、波の威力や流量を大幅に減
らし、引き波に対しては、湾内に侵入した大量の海水を湾外へ戻り易くするようにします。

押し波に対して 引き波に対して

内湾側

外湾側

４.５風景を映す巨大構築物
　津波対策のためにこれだけの巨大な構築物は必要です。しかし、その巨大さはかつての大船渡の景観を大きく損ねてしまいます。そこで、壁やスラブを隙間を設けて構成し、上層に向かうに連
れ、その隙間を広げていくことにより、風景を透過させます。この操作により、構築物の圧迫感を緩和することを図ります。

津波対策のために巨大な構築物は必要 上層に向かうに連れ構築物は風景を透過

４.６緑化する構築物：山の緑と道の延長
　大船渡の山々は湾口において途切れますが、対岸同士を繋ぐ道を建築上で延長させるだけでなく、周辺の山の緑を建築上で延長させます。人々の利便性を上げる
だけでなく、屋上の遊歩道は車道とレベル差によって分断され、庭園のように全面的に緑化が施します。加えて、上層の空洞においても緑化が進行され、山が湾上
において延長しているような外観となっていくことで、構築物は自然と一体化していきます。
　これによって、巨大な構築物は時間をかけて大船渡の自然・景観と調和していくのではないかと思われます。

4.3 様々な空洞：用途に応じて設ける様々な空洞は、津波襲来時には波を分散させて弱める機能を果たします。
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海面付近の空間では、漁業施設や企業施設、公共施設、研究施設などの人々の職業空間が配置されます
。航路のために設けられた空洞は各機能を分離し、波を弱める機能を果たします。

低層部平面図：空洞によって分けられた海面付近の空間
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様々な空洞は多様な内部空間を創る内湾側と外湾側とで異なる空洞の大きさ
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海面付近より少し上の空間では、商業施設や公共施設、広場などの生活空間が混在します。
建築に設けられた空洞は混在する空間を緩やかに結び、採光や通風、広場形成、景観だけでなく、波を弱める機能を果たします。

中層部平面図：多機能が混在する、空洞で繋がる生活空間
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螺旋の空洞は内部空間を得意なものにします。

次第に緑化が施されていく屋上

立体的に歩道と分断された屋上庭園

立体的に歩道と分断された屋上庭園

窪んだ壁は屋上空間にも変化を与える
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上部は既存の道路を延長した道が走り、山の緑が延長していくことで全面的に緑化が施されます。
津波が干渉しない高さに居住空間が配置され、同時に高さによって価値を得る空間が造り出されます。

上層部平面図：緑と道の延長に続く居住空間
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波の威力を弱める傾斜のある壁

安定した波の海面が確保された船着き場

干満差関係なく船を着けられる

水揚げから積込みまでの流れ

中層に設けられた風が抜ける広場

漁業施設で穫れた魚を食べれる飲食街

海流の循環を促す海底部の空洞

車道とレベル差で分断された屋上庭園

卸売り場積込み場 水揚げ場

A-A’ 断面図：螺旋状の空洞によって繋がる様々な機能

B-B’ 断面図：波を制御する断面構成
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　三陸海岸を襲った津波は、ある地域の湾奥で最高40m程に
達し、多くの防波堤は機能を果たさず倒壊されました。防波
堤は津波の力に対する強度もさることながら、その高さも重
要なのです。津波の高さよりも極端に低い堤防の場合は全く
機能を果たさない上に、急激な海水の落下により基礎が洗掘
され倒壊してしまいます。（Fig.3参照）東日本大震災の津波
によって倒壊した防波堤の多くはこうした理由で倒壊してし
まったのです。
　このように、壊滅的な被害の原因には堤防の高さや土地の
高さがあり、そこで世界で対策とされてきたのが、土地の嵩
上げや高台化です。幾度と津波を経験したクロアチアでは、
大災害に対抗する計画がされています。アドリア海に浮かぶ
ドゥブロヴニクは津波から守るために20mもの高さを誇る堅
牢な壁で岬を囲った都市となっています。

Fig3. 防波堤が倒壊する仕組み

1.２津波対策としての防波堤
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防波堤の変換、海と活き続けるための提案

波解く三陸の都市
なみ ほど と しさん りく

２０１１年３月１１日
東日本大震災による津波は、沿岸部の街をなぎ倒し、
多くの命を奪いました。

その後５年が経とうとしている被災地では、
復興もままならない上に、津波を恐れて沿岸部から高台や内地へ移り住む人々が増えています。
こうした人口減少は自治体機能の維持を困難にし、復興のための力不足になります。
自治体の収入を増やすためにも、産業の維持・再生や、それに伴う沿岸部での居住が要求されます。
また、津波はいずれ再び来るからこそ、災害の記憶を次世代へ継ぐために、
長期的な視野に立った建築を築くべきだと思います。

本計画では、倒壊した防波堤に着目し、ただそれを再建するのではなく、
様々な問題の解決と海との共生を目的とした、
新しい三陸の都市を提案します。

　中央部において大型船の航路を確保すると同時に、内側のような外

部空間を造り上げます。津波襲来時にはここに集中した波をぶつけ合

わせ、その威力を弱めます。

貫通 （大型）・

80m45m

透視図 立面図 平面図

80m 80m
湾外

湾内

　海面付近の三カ所において小型船の航路を確保すると同時に、津波

襲来時には一部の波を集中させぶつけ合わせ、その威力を弱める働き

をします。　

・貫通 （小型）

20m

30m 30m

透視図 立面図 平面図

湾外

湾内

　湾外側から湾内側へと大きさが広がる空洞は、湾内に侵入する波の

量を減らす一方で、湾内に侵入した波を湾外へと戻り易くします。

・拡張、貫通（波の流量制御）

（押し波時）平面図

湾外

湾内

（引き波時）平面図

湾外

湾内

透視図 透視図

　海面付近において、窪みをつくるように変形させた外壁は、その裏

側にて安定した波の海面を確保し、船着き場を形成します。また、こ

こに集中した津波の威力を位置エネルギーに変換し弱めます。

湾外

湾外

湾内

湾内

透視図 平面図 断面図

・ 窪み （波の制御） ・
　既存の道路を延長し対岸へと繋ぐために、建築上部へ上昇させる機

能を持ちます。津波襲来時には螺旋（回廊）と同様の働きをします。

透視図

湾外

湾内

避 難 経 路

津 波

螺旋 （インフラ）・
　上層部において内部空間への採光や通風を確保すると同時に緑化を

施し、建築内部のような外部空間に広場を形成します。また、人々の

施設間の動線を緩やかに繋ぎます。

平面図透視図 透視図 断面図

・ 貫通 （広場）
　海底部において、大小様々の屈折した空洞は深さの異なる箇所での

海流の循環もたらします。津波襲来時には、海底部の波の威力を弱め

ます。

（大）透視図 （中）透視図 （小）透視図

・ 屈折、貫通 （海流循環）
　公共施設を囲うように螺旋状に居住空間へと伸びる螺旋回廊は、様

々な職種の人々が行き交い、主要の大通りとなります。回廊の途中に

設けられる開口からは内湾の海を臨むことができ、最下部は平常時に

おいても浸水がされ、外湾の海に近づける親水空間となります。

螺旋 （回廊）・

透視図 立面図 平面図

　津波襲来時には、ここに集中した津波の威力を位置エネルギーに変

換し弱め、回廊の途中に設けた開口に逃がしていきます。一方、人々

は回廊を上昇していくことで避難します。

40m

湾外

湾内

避 難 経 路

津 波津波襲来時平面図
螺旋状の避難経路
津波の通り道

　水質調査・研究や様々な海洋生物の往来を観察するために設け、付

近にはそのための施設としての機能が収まります。津波襲来時には上

記の空洞同様の働きをします。

・貫通 （特殊）

20m

30m

透視図 立面図 部分断面図
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津波襲来時


